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明
る
い
未
来
に
向
け
て

�

会
長　

井
　
本
　
友
　
子

⑴

　

会
員
の
皆
様
、

日
頃
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
に
ご
参
加
、

ご
協
力
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
タ
ー
ト
し
た
一

年
で
し
た
が
、
光
陰
矢
の
如
し
と
は

言
っ
た
も
の
で
、
目
の
前
の
作
業
に

追
わ
れ
て
一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
、
思
う
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
が
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。

困
難
な
事
、
悲
し
い
事
、
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
生
ま
れ

た
喜
び
や
、
感
謝
の
気
持
ち
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
に
と
っ
て
徳
島
の
子
ど
も
達
す

べ
て
が
自
分
の
大
切
な
子
ど
も
で
あ

る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
少
し
で
も

成
長
の
場
が
い
い
も
の
に
な
る
よ
う

動
い
て
参
り
ま
し
た
。
対
面
で
事
業

が
で
き
れ
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
保
護

者
様
同
士
の
仲
が
深
ま
っ
た
事
は
間

違
い
な
い
の
で
す
が
、
出
来
る
事

を
で
き
る
形
で
行
う
。
こ
れ
を
モ
ッ

ト
ー
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今

を
作
る
の
が
過
去
な
ら
ば
、
未
来
を

創
る
の
は
今
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ど
ん
な
時
で
も
前
向
き
な
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
一
歩
ま
た
一
歩
と
積

み
重
ね
た
今
が
未
来
を
切
り
開
い
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
私
達
大
人
の
姿
を

見
て
、
子
ど
も
達
が
困
難
に
立
ち
向

か
え
る
強
さ
を
つ
け
て
い
っ
て
く
れ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
正
の
連

鎖
を
繋
げ
て
行
く
こ
と
が
私
達
の
使

命
で
す
。
教
育
は
一
年
や
二
年
で
完

結
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
五

年
、
一
〇
年
の
長
い
月
日
を
経
て
、

う
ま
く
い
っ
た
と
思
え
る
も
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
目
先
の
も
の
に

囚
わ
れ
て
、
大
切
な
成
長
の
瞬
間
を

見
逃
さ
な
い
よ
う
付
か
ず
離
れ
ず
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
子
ど
も
と
の
間
に

作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
最
後
に
な

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
共
に
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
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総
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井
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県
Ｐ
連
総
会

県
Ｐ
連
総
会

　

本
年
度
の
定
期
総
会
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
の

た
め
書
面
決
議
で
行
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

議
決
権
行
使
書
提
出
者
の
過
半
数
以

上
の
賛
成
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

栄
え
あ
る
全
国
表
彰

　

十
一
月
十
九
日
（
金
）
東
京

の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に

於
い
て
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議

会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
県
か
ら
県
Ｐ
連
前
副
会
長
の

半
山
剛
志
さ
ん
が
出
席
し
ま
し

た
。
な
お
、
本
県
関
係
の
受
賞

者
は
次
の
通
り
で
す
。
心
よ
り

お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

会
長
表
彰
・
団
体

阿
南
市
立
富
岡
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

神
山
町
神
領
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
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会
長
表
彰
・
個
人
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Ｐ
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会
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中
Ｐ
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Ｐ
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大
麻
中
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　南部ブロック　那賀郡PTA連合会の紹介
� 会長　蔭山　雅彦　

　那賀郡は、旧木頭村、旧
木沢村、旧上那賀町、旧
相生町、旧鷲敷町が合併
して那賀町となり、那賀
郡を形成しています。那
賀郡 PTA 連合会の組織
としては、町内の２つの
中学校（鷲敷中学校、相

生中学校）と３つの小学校（鷲敷小学校、相生小学校、平谷
小学校）、さらに１つの小中一貫校（木頭学園）の計６校で
構成されています。本町は、県内で最も面積の広い町なので、
下流域の鷲敷地区から上流域の木頭地区まで、車で１時間余
りを要するほど距離があります。そのために、各単Ｐが気軽
に集まって何かの事業を行うというのは困難であり、郡Ｐ連
としての活動は、どうしても限定されてしまいます。
　少子高齢化や過疎化の影響は、本町においても大変深刻な
問題であり、各学校の児童・生徒数は年々減少の一途を辿っ
ています。ちなみに、令和３年度の児童・生徒数は、木頭学
園29人（21世帯）、平谷小学校11人（８世帯）、相生小学校87
人（60世帯）、相生中学校52人（48世帯）、鷲敷小学校128人
（93世帯）、鷲敷中学校66人（61世帯）となっており、保護者
の中には、学校が廃校となり、自分の母校が郡内から消えて
いくという悲しい現実に直面している方も多くいるようです。
　人数は少ないのですが、保護者の方々は学校の教育活動に
理解があり、PTA活動にも大変積極的に関わってくださる方
が多くいて、会長として大変心強く思います。それぞれの単
Ｐには、各専門部会を設置し（例えば鷲敷中学校では、「広報
委員」「人権委員」「スポレク委員」）、さまざまな事業を実施
しています。郡Ｐ連としての活動は、役員会や総会等の各種
会合の他は、毎年７月に「郡Ｐ連球技大会」（ミックスソフ
トバレーボール）を実施してきました。郡Ｐ連の大会前には、
各中学校校区内の小中学校単位でのブロック別の活動として、
球技大会の練習会や賞状やトロフィー等を用意した地区大会
を行い、会員さん同士の親睦を深める等、意欲的に活動して

くれております。このよ
うに、毎年の夏の恒例行
事として、各単Ｐ毎に熱
心に球技大会を盛り上げ
てくれていますが、昨年
度末の役員会で、「これまで長年行ってきた球技大会にこだわ
らず、PTA会員同士の親睦を深めることのできる今までとは
違った交流活動を郡Ｐ事務局が提案し、実施してはどうか？」
という意見も出されました。Ｒ３年度は、鷲敷中学校が郡Ｐ
連の事務局ということもあり、役員会等で何回か協議を重ね、
「球技大会」に替わる新しい交流・親睦の深め方を模索してみ
ましたが、結局従来通りの「球技大会」を行うということで
落ち着きました。新しいことを立ち上げるには、アイデアと
組織力および実行力等、相当なエネルギーが必要だとあらた
めて実感した次第です。残念ながら、本年も、新型コロナウ
イルス感染症拡大の影響によって、総会は文書によるみなし
開催となり、「郡Ｐ連球技大会」も、苦渋の決断でしたが、２
年連続で中止という判断をせざるを得なくなりました。何か
しらの感染症対策を施してでも、できることをやろうという
ご意見もありましたが、安全・安心な活動を提供できる保障
がありませんでした。来年こそは、郡Ｐ連の会員さんが一堂
に会して、相互の親睦が深められる活動ができるよう、１日
も早いコロナの収束を心から願ってやみません。
　最後に、那賀郡の各小中学校は、その多くがへき地指定の
小規模校です。どの学校においても、学校行事をはじめとす
る様々な教育活動や地域活動にＰＴＡの主体的な関わりは必
要不可欠であり、ＰＴＡは常に、学校・子どもたちとともに
歩み続けています。少子化の進む今だからこそ、ＰＴＡ活動
の意義や役割は大きく、各単Ｐによる
地道な活動が、これからの那賀町の将
来を左右すると言っても過言ではない
と思います。そのような思いを会員み
んなで共有し、諸先輩方から受け継が
れてきた地域のコミュニティ力を最大
限に生かしながら、持続可能で未来に
つながるＰＴＡ活動に取り組んで参り
たいと思います。

⑵

ブロック別ＰＴＡ活動紹介

家庭・学校・地域の連携
★次号のブロック別PTA紹介は、海部郡Ｐ連、三好地区PTA協議会です。

～地域の伝統を守り 未来へつなげよう～～地域の伝統を守り 未来へつなげよう～～地域の伝統を守り 未来へつなげよう～～地域の伝統を守り 未来へつなげよう～～地域の伝統を守り 未来へつなげよう～

R３年度の郡Ｐ連球技大会
（会場：鷲敷中学校体育館）

那賀町のキャラクター
「ゆずばあちゃん」
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　西部ブロック　つるぎ町PTA連合会
� 会長　岡田　圭司　
　つるぎ町ＰＴＡ連合会つるぎ町内の小学校３校（貞光、太
田、半田）、中学校２校（貞光、半田）の５校で構成されて
います。
　例年であれば総会、役員会、研修会、親睦球技大会等を実
施しておりますが、昨年度、本年度は新型コロナウイルスの
影響により十分に実施しておりません。
　PTA連合会のご紹介に変えて、各校のコロナウイルス感
染防止についてご紹介いたします。
　貞光小は、基本の感染症対策徹底を行っています。不織布
マスクを推奨し、鼻と口をしっかりと覆うことや手指の消毒
を入念にそしてその頻度を上げること、ソーシャルディスタ
ンスをしっかりと取って様々な活動を実施すること等に取り
組んでいます。また、各クラスで給食は黙食で行い、人数の
多い学級は別室を使用して密に
ならないようにしています。職
員室の机の間には、ハンガー
ラックに半透明の袋を被せた仕
切りを設けて、隣同士の接触が
より少なくなるように配慮して
います。式典や朝会等はリモー
トで実施しています。
　太田小は、児童数３名と職員４名の小規模校であるため、
密の状態になることは考えにくいのですが、コロナ感染防止
対策は講じています。こまめな手洗い・うがいとアルコール
による手指消毒の慣行やマスクの着用、換気を常時行ってい
ます。施設に関する対策としては、毎朝校務員さんが人の触
れる場所（玄関のノブや階段の手すり、各箇所の戸）の消毒
殺菌と廊下や窓の清掃を担当してくれています。また、給食

時においては、食事前後の
テーブル等のアルコール消
毒と清掃を行い、全員前を
向いて静かに食べています。

　半田小では、｢三密の回
避」や ｢マスクの着用」、
「手指消毒｣ 等の他、次の
ような取組を行っています。
手指消毒液（玄関や各教
室）や各手洗い場の自動水
栓の設置、また職員による

教室内の消毒作業や、スクールサポートスタッフに依頼して
トイレや廊下、手すり等の消毒を毎日していただいています。
次に、今年度から朝会や終業式は、オンライン形式で実施し、
密集を避けるよう努めています。
　貞光中では、手洗い・手指消毒・うがいの徹底、マスクの
常時着用等の基本的な感染防止対策を行っています。他にも、
時間差をつけての歯磨きや全校集会の際のソーシャルディス
タンスの確保に努めています。また、スクールサポートス
タッフによる学校全体の消毒や教室への空気清浄機の設置等
で環境に関しても対策を行っています。さらに、理科・技術
等の実験や実習の少人数化を行うなどの工夫もしています。
　半田中学校は、三密を避
ける、マスクの着用、うが
い・手洗いの徹底などを
行っています。また、手洗
いの際に十分な間隔をとる
ため蛇口を一つ開けて自動
水栓を取り付け、自動水栓
のみを使用しています。他にも自動消毒液ディスペンサーの

設置等手厚く設備を整えても
らっています。また、小規模
校であることを生かして歯磨
きは学年別に違う手洗い場で
行っています。また、生徒が
自分の机・イスの消毒を帰り
に行うことで、感染防止に対
するいい気が高まるように取
り組んでいます。
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振
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あ
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く
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。
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仲
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。
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。
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「楽しい子育て全国キャンペーン」
～家庭で話そう！我が家のルール・家族の絆・命の大切さ～

令和３年度　三行詩コンクール　徳島県優秀作品



Ｋ　Ｏ　Ｋ　Ｏ　Ｒ　Ｏ第  32  号 2022年（令和４年）３月５日　　⑷

学びを広げる！　徳島県ＧＩＧＡスクール構想
徳島県教育委員会学校教育課　学力向上推進幹

齋藤　大輔　さん 
Ｑ１．ＧＩＧＡスクール構想とは何ですか？
　Ａ�．今や職場や家庭など、社会のあらゆる場所でパソコンやタブレット、スマートフォンなどの活用が日常のものとなっています。学
校においても、子どもたちが Society5.0時代を生き抜く力を育成するため、１人１台端末を活用して、これまでの学習をより深め
たり、子どもたちの個性を伸ばす教育や創造性を育む教育を、持続的に実現させることにしました。これからの時代に生きていく子
どもたちが、鉛筆やノートと同じように「自分専用のパソコンやタブレット」を持ち、授業や家庭学習で活用する環境を整えていく
というものです。

Ｑ２�．家庭におけるサポートはどうすればいいですか？
　Ａ�．タブレットを自宅に持ち帰り、宿題等で活用する場合もあると思いますので、家庭での通信環境の確保や学習活動にタブレットを
利用することに関してご理解・ご協力をいただけますようよろしくお願いいたします。

　　　また、ご家庭で気を付けていただきたいこととして次の４点について、
　　　①学校で配られた端末は、学習で使用することを目的としています。私的な使用をしないようにしましょう。
　　　②少なくとも、寝る1時間前からは、デジタル機器の利用を控えるようにしましょう。
　　　③目から30㎝以上離し、時間を決めて使用し、休憩時に遠くを見るなど、目を大切にしましょう。
　　　④長時間使わないよう、家庭で使う時間を決めましょう。
　　　特に、小学校低学年のお子様には、ご家族の方と一緒に使用していただきますようお願いいたします。　　　
Ｑ３�．家庭での安全なインターネットの使用方法やスマートフォン等の適切な活用について教えていただけますか？
　Ａ�．様々なトラブルから子どもたちを守るために、ご家庭でもルール等を決めておく必要があります。
　　�　例えば、「セキュリティーソフトをインストールする」「フィルタリングをする」「夜間は不要不急でない通信はしない」「約束した
時間以降は使用させない」「知らない人からのメールは開かない」などのルールづくりが自分自身を守ることにもつながることを日
頃からご家庭で話し合っていただきますようお願いいたします。

【関連サイト】
　○文部科学省
　　StuDX Style（スタディーエックス　スタイル）
　　１人１台端末の活用事例が公開されています。

　○徳島県情報モラル教育サポートサイト
　　情報モラルに関する情報が公開されています。

　○スマートフォン等の安全で安心な利用のために
　　情報端末を安心・安全に利用するための情報が
　　公開されています。

家庭教育研修会
　１月16日（日）徳島県教育会館にて、県Ｐ連家庭教育研修会が開催されました。研修に先立ち、中学生の部で文部科学大臣賞を受賞した三
行詩コンクールの県内優秀作品の表彰式とPTA広報誌コンクールの表彰式が行われ、井本県P連会長から賞状と記念品が受賞者に贈られました。
　研修会は、県総合教育センターGIGAスクール推進課の方を講師にお招きし、第一部「徳島県GIGAスクール構想について」では、情
報モラル教育を啐啄同時で行うことの大切さを教えていただきました。第二部「一人一台端末を使って実現する学び」では、タブレット
を用いた授業の実例からプログラミング的思考を育む教育の現状について知ることができました。

～齋藤学力向上推進幹からのメッセージ～
　ここ数年、子どもたちを取り巻く教育環境は、大きく変わってきました。タブレットの活用もその一つだと思います。そのような中、子
どもたちは、タブレットの操作に慣れるのが早く、様々な学習アプリを使いこなして学習活動等を行っています。その様子を観ていると、
子どもたちの可能性は、本当に無限であると感じる場面が多くあり、大変頼もしく感じました。
　その背景には、ご家庭で子どもたちを見守り支えていただいている保護者の方々のご理解・ご協力があったからだと思います。
　これからの時代、新たな通信機器やアプリ等が開発され、より便利な時代となっていくと思いますが、社会のデジタル化が進んでも、学校・
地域・家庭・子どもたちをつなぐのは、機器等ではなく、優しさや思いやり、励ましといった、お互いの心と心のつながりが重要であると
考えています。未来の宝である子どもたちの成長にこれからも御協力をお願いいたします。
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お問い合わせ　徳島県教育委員会生涯学習課  学校・家庭・地域連携担当
電話番号：088-621-3148　　FAX番号：088-621-2884
メールアドレス：syougaigakusyuuka@pref.tokushima.jp

とくしま親なび 検索
オンラインによるワークショップも
実施しています。
ぜひ！ご活用ください ! !

学校（園）全体でのＰＴＡの研修に！

学年・学級懇談会の新たな形として！

地域での家庭教育の充実のために！

子供たちの健やかな育ちのために
「とくしま親なびげーたー」を派遣します！


